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いわき市議会議員一般選挙投票日
選挙管理委員会事務局　☎22－7532

９/11 ㈰

いわき市民スポーツ栄誉賞

　６月21日、昨年
和歌山県で開催さ
れた「第70回国民
体育大会」のレス
リング競技成年男
子フリースタイル
65キロ級に、本県
代表として出場し
優勝を果たした前
田翔吾さんに、市民スポーツ栄誉賞を授与
し、その功績をたたえました。
　前田さんは、クリナップレスリング部に
所属し、市内で子どもたちを指導するなど、
本市のスポーツ振興にも寄与しています。

○投票できる方
　満18歳以上（平成10年９月12日以前に生ま
れた方）の日本国民で、本市の選挙人名簿に
登録されている方です。
　今回の選挙で新たに選挙人名簿に登録され
るのは、投票日現在で満18歳に到達した方と、
本年６月３日までに本市に転入の届け出をし、
９月３日現在、引き続き住民登録のある方で
す。
　なお、８月９日までに市内で転居の届け出
をした方は、転居後の住所地の投票所で、８
月10日以降に市内で転居の届け出をした方は、
転居前の住所地の投票所で投票してください。

○「選挙のお知らせ」を郵送
　有権者には、投票日当日の投票所や投票時
間などを記載した「選挙のお知らせ」を、世
帯ごとに郵送します。お知らせが届かない場
合や紛失した場合でも、本市の選挙人名簿に
登録されていれば投票できます。
○期日前投票制度・不在者投票制度の利用を
　投票日に投票所に行けない方は、期日前投
票制度や不在者投票制度を利用してください。
▶期日前・不在者投票期間　９月５日㈪～10
　日㈯
※期日前投票所・時間は「選挙のお知らせ」
　で確認してください。
○「選挙公報」の入手方法
　候補者の政見や経歴などを掲載した「選挙
公報」を新聞に折り込むとともに、公共施設
などに備え付けます。市ホームページからも
閲覧可能ですが、郵送を希望する方は、同事
務局にお問い合わせください。

遠野地区に地域おこし協力隊を配置
地域振興課中山間・沿岸地域係　☎22‒7415
　７月１日から遠野地区に、新たに地域お
こし協力隊を配置しました。
　今回、地域おこし協力隊に委嘱された山
田優さんは、遠野地区に伝わる伝統的和紙
「遠野和紙」の製作技術の伝承と、地域活
性化を図るために活動していきます。

○選挙の日程
告 示 日　９月４日㈰
投 票 日　９月11日㈰
投票時間　７時～19時（一部は～18時）

表彰

表彰を受けた前田翔吾
さん

山田優さん

　和紙の製作技術だ
けでなく土地の文化
を学び、早く地域に
なじんでいきたいで
す。皆さん、よろし
くお願いします。
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平
成
29
年
度
　市職
員（
行
政
職・専
門
職
）を
募
集

一般事務職 ３人程度

一般事務職 12人程度

土　木　職

機　械　職

５人程度

１人程度

消　防　職

保　育　士 ７人程度

７人程度

幼稚園教諭 １人程度

土　木　職 ３人程度

建　築　職
（一般） １人程度

建　築　職
（専門） ２人程度

○行政職（「来たれ！即戦力」社会人経験者枠）
職　種 受　験　資　格採用予定

人　員

○行政職（初級職）
職　種 受　験　資　格採用予定

人　員

一般事務職
（学芸員） 若干名

○専門職
職　種 受　験　資　格採用予定

人　員

○行政職（上級職）
職　種 受　験　資　格採用予定

人　員

　昭和63年４月２日以降に生まれた方で、短大・高専・専修学校（修業
年限が２年以上の専門課程）を卒業または来年３月までに卒業見込みの
方。
　また、平成２年４月２日以降に生まれた方で、高校を卒業または来年
３月までに卒業見込みの方
※大学卒業（見込み）者は受験できません。

　平成２年４月２日以降に生まれた方で、短大・高専・専修学校（修業
年限が２年以上の専門課程）を卒業または来年３月までに卒業見込みの
方。
　また、平成４年４月２日以降に生まれた方で、高校を卒業または来年
３月までに卒業見込みの方
※大学卒業（見込み）者は受験できません。

　昭和63年４月２日以降に生まれた方で、それぞれの職種の資格または
免許を有するか、来年３月までに取得見込みの方

　昭和61年４月２日以降に生まれた方で、大学卒業または来年３月まで
に卒業見込みの方

　昭和56年４月２日以降に生まれた方で、学芸員の資格を有するか、来
年３月までに取得見込みで、大学または大学院において美学もしくは美
術史を専攻した方

　昭和46年４月２日以降に生まれた方で、建築基準適合判定資格者また
は一級建築士の資格を有する方

　昭和53年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた方（学歴要件
なし）で、民間企業等における職務経験を直近７年中（平成21年８月１
日から本年７月31日まで）の期間に、通算５年以上有する方
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　日本初開催となる「第３回ＷＢＳＣ　U－
15ベースボールワールドカップ2016inいわ
き」が、８月７日㈰までいわきグリーンスタ
ジアムなど市内の３会場で開催されています。
　同大会は、市制施行50周年記念事業として、
本市初となる世界大会を誘致したものです。
　過去２回はメキシコで開催されましたが、
今回はジャパン、しかも、本市での開催が実
現したことで、開催支援委員会を立ち上げる

など、市を挙げて準備を進めてきました。
　そして今、日本を含む12の国と地域の子ど
もたちが、世界一の栄誉を懸けて、熱い戦い
を繰り広げています。また、日本代表である
「侍ジャパン」に、市内の中学校に在籍する
黒須大誠さんが、東北で唯一選出されるなど、
大変注目される大会となっていますので、ぜ
ひ応援してください。
　遠藤五輪担当大臣は、2020年の東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会において、
野球・ソフトボール競技の予選を、福島県で
開催してはどうかと常々発言されています。
　同大会の成功が、本市でのオリンピック競
技開催への布石となることを期待するととも
に、市長として、競技誘致に努力してまいり
ます。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

第３回ＷＢＳＣ　Ｕ－15
野球ワールドカップ開催

⑯
アンダー

リオ2016パラリンピック競技大会 車いすバスケットボール日本代表
と　よ　し　ま　　　　あきらと　よ　し　ま　　　　あきら

豊島 英 選手を応援しよう豊島 英 選手を応援しよう
　９月７日㈬から、ブラジル・リオデジャネイロで開催
されるパラリンピック競技大会に、車いすバスケット
ボール日本代表として出場する本市出身の豊島英選手に、
同大会への意気込みなどをインタビューしました。

Ｑ　車いすバスケットボールを始めたきっかけをお教えください。
　中学２年生の時に、担任の先生から、県が開催する車いすバスケット
ボールの講習会へ、参加を勧められたのがきっかけです。
Ｑ　同大会への意気込みをお聞かせください。
　チームの目標である６位以上を目指して頑張ります。また、2020年の
東京大会にも、出場したいと強く思っています。
Ｑ　市民の皆さんへメッセージをお願いします
　車いすバスケットボールをはじめとした障がい者スポーツは、まだま
だ一般的に周知されていない部分があります。自分が同大会に出場する
ことで地元が盛り上がり、多くの市民の皆さんに、障がい者スポーツを
理解していただけたらうれしいです。
　そして、自分のプレーを見た次世代のオリンピック・パラリンピック選手となる小・中学生が、
スポーツに挑戦して、さらに上を目指すきっかけになればと思っています。

○プロフィール
・幼少期に患った髄膜炎の後遺症で下半身不随になる
・平養護学校中学部、平商業高校を卒業後、県内の車いすバ
　スケットボールチームを経て、宮城ＭＡＸへ加入
・2010年から日本代表に選出され、ロンドン2012パラリン
　ピック競技大会に出場。WOWOW所属
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市民のひろば
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市民のひろば ～地域が輝く！明るく 元気な いわき～

　今月号は、若い力で、四倉町にかつてのにぎわいを取り戻そ
うと活動する「ヨツクラムジカヘッズ」代表の佐藤眞一さんに、
地区での取り組みや今後開催するイベントなどについて、イン
タビューした内容をお伝えします。

地域の皆さんと歩行者天国の開催を協議

多くの方が訪れた昨年の新町歩行者天国

佐藤眞一さん（左）と副代表の押田昇治郎さん


